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論文内容要旨
 【目的翼
 漸Te-hexame七hylprOpyleneamineOXime(甑TC-HMPAO)および囎mTc-e七hylCySteinate
 dimer(蜘Tc-ECD)による脳血流SPECTの正常分布パターンを知る。
 斑方法】
 脳血流SPECTの放射性医薬品として,99mTC-HMPAOあるいは99mTC-ECDを用いた。甑Te-
 HMPAOSPECTの対象は,健常志願者」0例(男性7例,女性3例;34歳～63歳(平均46歳)),
 舶・Tc-ECDSPECTの対象は,別の健常志願者10例(男性8例,女性2例;36歳～62歳(平均
 51歳))である。全例,神経学的,画像医学的に異常を認めなかった。
 99・TC-HMPAO平均984±17(標準偏差)MBq,あるいは蜘TC-ECD平均792±95MBqを肘静
 脈より静注後,5～10分後よりSPECT撮像を開始した。静注時,被験者を閉眼,安静臥床とし
 た。SPECT撮像と同じOMlineを基準として,頭部X線CTを同日に撮影した。
 また,PETによる局所脳血流量(regionalcerebralbloodflow:rCBF)を測定し,SPECT
 画像と比較した。対象は,SPECTとは別の10名の男性健常志願者(20～32歳)である。全例
 神経学的,画像医学的に異常を認めなかった。約2.6GBqの1℃一butano1をボーラス静注後,
 PET撮像とともに動脈血放射能を連続的にモニターし,rCBFを算出した。
 SPECT画像,PET画像は,Rolandらによって開発されたコンピュータ化脳図譜(Humall
 BrainAtlas(HBA))を利用して,以下のように標準化した。
 (1)各被験者のX線CT像に,HBAの標準脳をフィットさせるための,線形・非線形のパラメー
 タを計算した。このとき,リファレンスとして,標準脳の大脳・小脳の輪郭,脳室,中心溝,外
 側溝を利用した。
 (2)得られたパラメータを利用して,SPECT像を標準空間上の標準脳の形態に変形した。この
 変形により,脳の大きさ,形の個人差が補正され,各個人の脳画像は同じ3次元位置に同じ大き
 さ,形として表現される。
 〔3)SPECT画像を,全脳の平均画素値が50count/voxe1となるように標準化した。
 〔4)各被験者の解剖学的に標準化されたSPECT画像から,平均値画像および標準偏差画像を画
 素ごとに計算した。
 (5)脳の各部位でのRI集積傾向を,PETでのrCBFと比較するため,関心領域(regionof
 in七erest,ROl)解析を行った。まず,HBAの標準脳のMRI画像においてROIを作成した。次
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 に,MRI画像と同一スライスの解剖学的標準化SPECT画像上にROIを再現し,その部分の平
 均画素値を算出した。
 rCBF-PET画像は,全脳の平均血流が50m1/1009/minとなるように標準化したのち,各被
 験者のMRI画像を用いてHBAにより解剖学的標準化を行った。その詳細はSPECT画像と同様
 である。すなわち,平均値画像および標準偏差画像を画素ごとに計算し,SPECT画像に用いた
 のと同じROIをPET画像に適用した。
 【結果】
 蜘Tc-HMPAOSPECT画像では,基底核,小脳で比較的高い集積がみられ,平均画素値はそ
 れぞれ69,66であった。
 99・Tc-ECDSPECT画像では,後頭葉内側面で最も高集積が認められ,平均画素値は72であっ
 た。小脳での平均画素値は64であった。
 また,船・TC-HMPAO,弱・TC-ECDとも,高血流域を過小評価し,低血流域を過大評価する傾
 向がみられた。
 【考察】
 本研究は脳の解剖学的標準化の手法をSPECT血流画像に適用したものである。得られた平均
 血流像は,画素ごとに平均値と標準偏差を持つ正常データベースである。
 99・TC-HMPAO,弱・Tc-ECDにおける小脳の過大評価,蜘Tc-ECDにおける後頭葉内側面の過大
 評価など両トレーサの分布は特徴的パターンを示した。これらは,真の脳血流を反映したもので
 はなく,トレーサそのものの生化学的性質によるものと考えられた。SPECT画像の臨床診断に
 際しては,これらのパターンを念頭に置いておく必要がある。
 本研究で得られた正常平均血流像は,画素ごとに平均値と標準偏差が示されているので,血流
 の絶対値でなくとも,各種の脳疾患の診断・評価に応用可能である。また,個々の症例が,どれ
 だけ平均値と偏りをもっているか検定可能となった。
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 審査結果の要旨
 脳血流像の核医学的診断法として,singユephotonemissioncomputedtomography
 (SPECT)は,多数の施設で実用的に用いられている。SPECTにおける脳血流トレーサとして
 は,蜘Tc-hexamethylpropyleneamineoxime(99mTc-HMPAO),鈴mTc-ethylcysteinatedimer
 (蜘Tc-ECD)が,臨床的に利用されることが多い。従来,99mTc-HMPAOや99mTc-ECDを用いた
 脳血流SPECT診断においては,血流の絶対値を定量せずに,画像を定性的に診断することが一
 般的であった。しかし,この方法では,診断医の主観に頼らざるを得ず,参照となるような客観
 的指標は存在しなかった。
 本研究は,SPECTの臨床診断の際にリファレンスとなりうる,09"Tc-HMPAOおよび漸Tc-
 ECDの正常な脳内分布パターンを明らかにすることを目的として,平均的な脳血流分布パター
 ンを求めたものである。正常被検者群の平均的な脳血流分布パターンを求めるにあたっては,被
 検者間で異なる脳の形状を補正することが必要になる。そこで,通常PETを用いた脳賦活研究
 に使用されている解剖学的標準化手法を,脳血流SPECT画像に初めて応用した点がユニークで
 ある。また,SPECT画像をPETによる定量的局所脳血流量(rCBF)画像と比較し,両トレー
 サの集積とrCBFの関係をみており,それぞれのトレーサのSPECT画像の特性を知るうえで有
 用である。
 その結果,両トレーサの分布は特徴的パターンを示し,真の脳血流を反映したものではないこ
 とが明らかとなった。すなわち,SPECT平均値像において,09mTc-HMPAOは基底領域,小脳
 で高集積が認められ,駐9mTc-ECDは,後頭葉内側面において高集積が認められた。また,PET
 によるrCBF画像との比較では,冊mTC-HMPAOも臨TC-ECDも高血流域を過小評価していた。
 SPECT画像の臨床診断に際しては,これらのパターンを念頭に置いておくことは重要であろう。
 また,正常SPECT画像の平均値と標準偏差が得られたことにより,血流の絶対値を用いなく
 とも,個々の症例や患者群がどれだけ平均値と偏りをもっているかが検定可能となった。実際,
 筆者らによって,うつ病患者などへの応用が行われている。この手法を用いれば,その他の神経・
 精神疾患においても,解剖学的標準化と偏差値画像を応用することで,診断の補助とすることが
 可能である。
 このように,本研究は,臨床診断の際,リファレンスとなりうる正常データベースを示したと
 いう点で,極めて意義深い。よって,本研究は学位論文として適当であると認める。
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